
❻【国道129号（上溝バイパス）】
国道129号は、平塚市の国道134号と相模原市
の国道16号（橋本五差路）を結ぶ、延長31.5㎞
の県央を南北に走る大動脈です。新昭和橋が
昭和55年５月に最終工区が完成し、国道129
号全線が供用開始されました。また、４車線
整備は、作の口陸橋の完成により、平成２年度
に全線が完成されました。

❼【メタセ白雨通り】
1994（平成６）年、相模原市では、道路に親しみ
を持っていただくために、市内の15路線に
道路の愛称を募集しました。全長813ｍの全線
に渡りメタセコイヤが植えられているため、

「メタセ」と地名の白雨台の「白雨」を結んで
「メタセ白雨通り」の愛称になりました。

❽【田名工業団地の出現】
1955（昭和30）年、相模原市は「工場立市」の
旗印を掲げて、工場誘致条例を制定しました。
田名地区にも工業団地の開発を計画し、土地の
買収と団地造成を行いました。1963 ～ 64

（昭和38 ～ 39）年に団地造成を行い、完了とともに三菱重工㈱及び関連の
工場に分譲しました。1992（平成４）年には、50社を超えました。
第一次買収面積　589,814㎡　第二次買収面積　495,000㎡

❾【内山玄貞翁の碑】
1819（文政２）年に田名村葛輪に生まれ、聡明
の誉高く葉山島恵林寺の住職に禅と読み書き
算盤を学びました。その後学問を志し江戸へ
出て商家に書生として住み込み勉学に励み
ました。天保の末、葛輪に帰り農家の子弟にも
読み書き算盤は必要と考え、農業を営むかたわら、自宅で多くの子ども達に
教えていました。1872（明治５）年の学制発令後も恵まれない子ども達に
教えていました。1867（明治元）年には教え子達によって碑が建てられま
した。

�❸�❸❸【横浜水道道緑道】
1887（明治20）年に敷設された相模原市の
横浜水道道緑道は、南区上鶴間４丁目から中央
区田名地内までの12.2㎞を、平均12ｍの幅員
で市域を縦断しています。この緑道は、市民へ
の有効利用を図るため、1982（昭和57）年に横浜市と「横浜水道道の使用に
関する協定」を結び整備されました。

�【金刀比羅宮】
昔は一族の守り神として祀られていたものと
いわれています。一般に金刀比羅宮は交通安全
の神として信仰されました。現在は自治会で１月
の第２日曜日に祭礼が行われ、葛輪の家々では
お札と干支札を授かり自宅の神棚に祀ります。
祭りの日には、境内でくじ引き・餅つき・だんご焼きが行われ、地域住民の
楽しみの１日となっています。

❶❶❶❶【田名まちづくりセンター（田名公民館）】　田名4834
昭和55年竣工、鉄筋コンクリート造２階建　1,577㎡

❸❷❷❷❷【田名中学校】　田名5250─1
1947（昭和22）年　開校

❺【相武電気鉄道計画跡地】
今から約90年前、東京の渋谷から世田谷、溝の口、
鶴川、淵野辺、上溝、田名、愛川を結ぶ鉄道の
計画がありましたが、関東大震災に襲われ中止
されました。その後２回再開されましたが、
1928（昭和３）年の経済不況の波を受け、1935

（昭和10）年に元の地主に返還され、1944（昭和19）年に会社は解散しま
した。田名3558番地付近（県道相模原愛川線を四ツ谷交差点から上溝に
向かい、銀行を過ぎて左折した右側）に線路の敷設跡が残されています。

❷【三角山公園】
敷地の形から三角山と呼ばれるようになりました。
昔は「お天気祭り」が行われたといわれています。
今は公園として整備され、日清戦争・日露戦争
から第二次世界大戦の郷土の戦没者の慰霊碑が
建っています。

❹❸【石神社】
社は、県道相模原愛川線の四ツ谷交差点に
あり、四ツ谷の守り神として信仰されています。
境内には地神塔、庚申塔、秋葉塔、六地蔵、
二十三夜塔、大山道の道標、三ヶ所橋供養塔
など、地域の石造物が集められています。川の
ない四ツ谷に橋供養の石塔があるのも不思議ですが、かつては梅雨時に畑
から野水と呼ばれる湧き水が溢れ、それを防ぐ水路が何本も掘られ、その
水路に橋がかけられていました。晦日まいりと初詣、９月の第１土曜日の
祭礼が盛大に行われています。

❻【不動様】
千葉県成田山にある成田不動（新勝寺）をお
祀りしたといわれる不動堂です。不動とは不動
明王のことで、仏様の一人、大日如来が悪魔を
懲らしめるため怒りの顔に変わったものとい
われています。

�【清水取水口】
相模原幹線用水路は、田名の清水頭首工から当麻地
区までの全長約5.1㎞の用水路で、望地地区約18ha
と当麻地区約24haの水田のための農業用水路で
す。当初の取水口は、江戸時代に建設された烏山
用水の田名の滝地区にありました。
その後明治末期にその上流、田名の清水地区にも設けられました。1967（昭
和42）年に清水下の自動堰が完成し、取水口は現在の１ヶ所になりました。

�【滝坂】
滝集落にある坂なので、この名があります。
堀之内地区と滝地区を結ぶ坂です。石碑は昭和
63年３月に相模原市により設置されました。

�【新堀用水散策路】
江戸時代末期に造られた由緒ある用水路も、都市化に
より往時の面影を失っていましたが、1988（昭和63）
年度から水路と下水の分離工事を行い、清流がよみが
えりました。併せて散策路として木道を設置し、錦鯉
も放流され、1992（平成４）年度には農村景観百選に選ばれました。

�【蚕影山（堀之内自治会館）】
堀之内自治会館の脇に蚕影山の社があります。こ
の地は昔諏訪社の敷地でした。今は蚕影山の祠の
中にお諏訪様と金毘羅様が一緒に祀られていま
す。蚕影山は養蚕の神として信仰を集め、相模原
市では、江戸時代の終わり頃には各地で盛んに
行事が行われていました。

❹【新宿小学校】　田名7019
1984（昭和59）年　開校

❾【しおだテクノパイル公園】　田名塩田1─4
テクノパイル田名工業団地の造成

　1989（平成元）年～1997（平成７）年造成

❹【二十三夜塔】
よい子孫を残すために男女が別々に講を作り、二十三夜の月を拝んだ後は
女性たちだけで夜を過ごすというもので、同衾（一つの寝具に寝ること）を
慎むため、男女は別々の家に集まって過ごしました。この行事は男性が組織
する庚申信仰とともに多く行われていました。

❼【地神塔】
この地神塔は陽原の地を守る神として祀られ、
自然石で彫られたものが多い中、角柱石で
1712（正徳２）年に彫られた珍しいものです。

�【坂の上の石造物】
念仏供養塔、地蔵菩薩像、庚申供養塔が祀られていま
す。少し離れた場所に百万遍供養塔が家の塀に寄りか
かるように立っています。

���【望地キャンプ場】　田名5835─16
1947（昭和22）年頃に望地河原開田事業組合の
人達が松を植えました。今の松林のわずか２ｍ下
を相模川が流れていたそうです。キャンプ場と
してバンガローが何棟もあり、利用が始まったの
は1970（昭和45）年頃です。現在はバンガロー
こそありませんが、シーズンには松林の木漏れ
日の下で大勢の人々に利用されています。キャンプに必要な用具も管理棟で
貸出しています。

�【法仙坊】
法仙坊は伝説上の豪傑の名前で、昔このへんに
住んでいたといわれています。ある時、法仙坊は
相模川の対岸の小沢城に住んでいた小沢太郎と
戦い、敗れて亡くなったといわれています。ま
た、この辺りの地名「矢のはけ」や「矢向かい」
は、この戦いのときに矢がたくさん落ちたため
につけられたといわれています。

❶❶【田名バスターミナル】　田名4691─3
2014（平成26）年に供用開始されました。

�【農業振興地域】
市町村の農業振興地域整備計画により、農業を
推進することが必要と定められた地域です。農業
以外での土地利用が厳しく制限されています。

�❹❹【田名北小学校】　田名1932─1
1978（昭和53）年　開校

�❺❺【田名堀之内団地】
平成３年着工、平成５年完成　３棟120戸

❼【清水地区石仏群】
不動様の近くに、1784（天明４）年の地蔵様
をはじめ、双対道祖神や、庚申塔、馬頭観音な
どの石仏が並んでいます。

❽【地神塔】
この大きな石は相模川から背負われてきたものと
いわれ、石の表には「地神塔」と刻まれています。
地神塔は、江戸時代の終わり頃に流行した土の神を
祀る信仰の塔で、地神講と呼ばれる仲間によって
建てられました。

❾【観音堂（清水自治会館）】
自治会館の左に観音堂が祀られています。この
観音堂は聖観音といわれ、昔山伏に背負われて
来たと伝えられています。堂の裏には、1761

（宝暦11）年の僧侶の供養塔である無縫塔な
どが並んでいます。

�【第六天】
個人の屋敷内に第六天が祀られています。民間信仰
の厄除けの神として信仰を集めていたといわれ、小
さな社の中に小さな絵馬がたくさん入っています。
社の後ろに鹿の子模様を示した「鹿子の木」がありま
す。この地は、戦国時代に連絡のための「のろし」が
上げられたといわれています。

�❼【徳本念仏塔】
坂を下りはじめ、滝と清水に向かう道の分かれたと
ころに、徳本行者の念仏塔があります。徳本は
1758（宝暦８）年に紀伊国（和歌山県）の日高に生
まれ、25歳で仏門に入り、諸国を巡り各地に念仏を
広めました。相模原市には晩年の1817（文化14）年
11月に訪れています。

�【おひのもりの碑】
伝説によれば、昔戦いに敗れ敵に追われたお姫様
の一行が、ここまで逃げてきたところで殺されて
しまい、村人によって葬られ、祀られたといわれて
います。ここでは、雨乞いの行事とは反対の雨ばかり
降り続いた時、早く晴れるようにと願う天気祭りの
行事が行われたといわれています。

�【秋葉大権現】
静岡県の浜松市春野町にある秋葉山の秋葉寺三尺坊の
ことで、火防鎮護の神として火災から財産を守るため
江戸時代から人々の信仰を集めていました。灯籠は、
1787（安永７）年に滝の人々によって建てられました。相模原市内では
23基が現存し、そのうち６基が田名地区にあります。滝の人々も、かつては
交代でこの燈籠に灯明をともし、村の安全を祈っていました。

�【田名八幡宮】　水郷田名1─8─28
田名八幡宮は、平安時代のはじめ、798（延歴
17）年から天地大名神が祀られていたという
ことですが、その後、江戸時代に入った1649

（慶安２）年に八幡宮を本社にあらため、将軍
家光から６石１斗の社領を安堵されたといわれ
ています。例年１月６日に行われる「的祭」は相模原市の無形文化財に指定
されています。また９月１日には大祭といわれる本社八幡宮のお祭りが行わ
れます。1974（昭和49）年に復活された獅子舞が今も奉納されています。

�【ばんば石】
八幡宮境内の北西の隅に、雨乞い行事に使われた

「ばんば石」が安置されています。ばんば石は、日照り
が続くと相模川の「一の釜」と呼ばれる深みに沈めら
れました。この行事は、1947（昭和22）年まで行わ
れていました。

�【新堀用水路（旧烏山用水）】
1858（安政５）年、当時の領主下野国（栃木県）烏山藩
によって年貢増収のため計画された新田開発用の用水
です。しかし、この用水は完成まもなく1860（万延元）
年の洪水で流出してしまいました。その後しばらく用
水と新田は荒地と化していましたが、江成久兵衛は自分の財産をつかい用水
の改修と土手の修復を行い、久所河原の新田開発を完成させました。

�【稲荷社】
鳥居をくぐって進むと、改築された２つの社が目
に入ります。向かって左が白子園稲荷で、右が
大鷲神社です。白子園稲荷の左には秋葉権現常夜
塔が安置されています。

�【江成久兵衛土手石柱】
石柱がある付近には、２ｍほどの高さの土手が
ありました。

�【水郷田名団地】
昭和57年頃着工、昭和60年完了　戸建住宅121戸

�【火の坂】
昔坂の上に住んでいたおばあさんの家に、夜な夜な
来てはいたずらするタヌキがおり、たまりかねたおばあ
さんが、ある時「いろり」の火をタヌキに投げつけると、
タヌキは火だるまとなってこの坂を転がり落ちたと
いわれています。今では坂の下のほら穴の中にタヌキ
菩薩が祀られています。

�【馬頭観音】
馬頭観音は、愛馬の事故死を悼んで大正時代に
建てられた供養塔です。事故が起こりやすい坂道
などには他の地区でも見られ、田名地区内に
およそ60基あります。

�【烏山領制札場旧跡】
1728（享保13）年以後明治維新までの田名村
は、下野国（栃木県）にあった烏山藩主大久保氏
の領地でした。制札場は、幕府や藩の命令、知らせ
などの札を立てた場所です。

�【田名こどもセンター】　田名4987─6
平成13年着工、鉄筋コンクリート造２階建　583㎡

�【大杉公園】
大きな池は大杉の池と呼ばれ、半在家、塩田へ
と流れる「紅葉川」（当麻地区では八瀬川と
呼ぶ）の水源となっています。またかつてこの
池の近くにあった明覚寺に役場があったこと
から、川は「やくばのかわ」、池は「やくばの
いけ」などと呼ばれたこともあります。

�【相模田名民家資料館】　田名4856─2
明治から昭和にかけての田名地区の養蚕農家
の姿を伝える木造民家の資料館です。生糸生産
のために蚕の飼育に使っていた農具や、当時の
生活用品が展示されています。２月初旬から
３月の桃の節句に開催される「ひな人形展」で
は、明治から現代までのひな人形の移り変わり
を見ることができます。

�【田名氏の屋敷跡】
田名氏の田名二郎兵衛広季は、鎌倉時代の
武蔵七党の一つである横山党の五男で、有力
武士としてこの地に屋敷を構えていたといわ
れています。1212（健暦２）年５月３日の和田
合戦（和田義盛と幕府軍との合戦）のときに
和田一族に加勢し、由比ヶ浜、若宮大路での
激戦で敗死してしまいました。屋敷はその後明覚寺（田名小学校の前身）と
なり、後に田名村の役場になりました。現在は田名民家資料館や大杉公園と
なっており、明覚寺の僧侶の墓跡があります。

�❸��【田名消防分署】　田名4841─3
平成13年竣工、鉄筋コンクリート造３階建　1,666㎡

�❷【田名小学校】　田名5091─1
1892（明治25）年　開校

❺【渡辺玄泰の墓】
この墓地が渡辺家の墓で、「村鏡院玄廊泰翁居士」と
刻まれた右手の小さな墓石が玄泰のものです（墓碑銘
は1849（嘉永２）年）。玄泰は、江戸時代の終わりの
1847（弘化４）年、飢餓と重税で苦しむ人々を救おうと駕籠訴を計画して
捕えられ、その後牢屋で亡くなったといわれています。戒名の「村鏡」や「廊」の
文字には、玄泰の勇気ある行動や苦難が示されています。左手の大きな墓石は
子孫の医師弘庵のもので、田名村の村長としても地域の発展に貢献しました。

❻【稲荷社】
この稲荷様は新宿自治会で管理している神社です。社の
横には1792（寛政４）年に建てられた石灯篭が２基あり
ます。１基には「稲荷大明神永代常夜」と刻まれ、他の
１基には「秋葉大権現」と刻まれています。社は1990

（平成２）年に建て替えられ、境内も整備されました。左右の銀杏の木がかつて
の森の面影を残しています。

❼【地蔵様】
新宿の十字路の角に、道祖神や1815（文化12）年の
地神塔とともに地蔵様や1695（元禄８）年の念仏
供養塔などが建っています。道路の拡張とともにその
場所を変える石造物が多い中、この文化遺産は信仰心
の厚い個人の方が屋敷の一角で大切に保護しています。

❽【観音堂】
観音堂は、新宿自治会館の中にあります。今の建物は
昔火災にあって建て直され、自治会館と一緒になって
います。この境内には1813（文化10）年の二十六夜塔
や1784（天明８）年の六地蔵、道祖神などが集めら
れています。二十六夜塔は女性の手で建てられたもので、二十六夜の信仰は
類例の少ないもので貴重な石造物といえます。また庚申塔には「田名」を「棚」
と記した例を見ることができます。

❺【二十六夜塔】
二十六夜の月には阿弥陀、観音、勢至の三尊が
来迎するので月の出を拝みました。また養蚕の
守り神として信じられ、この夜は機織りの上達
を祈る女性たちが集まって過ごしました。

　二十三夜塔と同じ石に刻まれています。

❻�【山王社】
山王社の敷地内には半在家の各地にあった庚申塔
や道祖神、馬頭観音などが集められています。
社の中には３棟の祠（稲荷社、山王様、社宮司社）
があります。山王様の中には三猿（見ざる、聞か
ざる、言わざる）の御本尊が祀られています。
【芋っ葉灯籠】
山王社のお祭りは昔から９月13日でしたが、最近は13日に近い休日に行わ
れます。この時期は雨が多く、石灯篭の火が消えそうになるので芋の葉を
かぶせたことから「芋っ葉灯籠」と呼ぶようになりました。

❽��【南光寺】　田名5648
1335（建武２）年、この地に鎌倉建長寺の住職を
務めた枢翁妙環和尚が陽原山南光寺を創建しま
した。山門前には六地蔵をはじめ色々な石仏が
祀られています。この寺には戦国時代（1513

（永正10）年）の板碑も残されています。

❾【馬のつくろ場（ウマノツクロイッパ）】
相模川の河岸についた荷物を背負って坂を登る馬を
つくろう（手入れなどをする）場所で、馬のお医者さん
もいました。ここには馬頭観音の塔が建ててあり、
病死や事故死の馬の霊を慰めました。

�【稲荷社（望地自治会館）】
望地の人々が祀るもので、鳥居の奥左右には1796

（寛政６）年の灯籠があります。社の前には望地、陽原
の人々によって建てられた秋葉権現と祇園牛頭天王
の常夜燈があります。

�【金井家先祖の墓】
崖の岩の間から水が湧き出るヤツボが数か所あり、
作物が育つ良い土や人が住む条件がそろい、この地に
祖先が住み着いたといわれています。不動尊塔、百万遍
供養塔、参燈篭、地神塔、上座・大姉霊塔などの石仏も残されています。

�【万平穴】
江戸時代の終わり頃、陽原の中島万平は安政の飢饉と
烏山藩の厳しい年貢の取立てに対する食料増産のため、
相模川から望地河原に水を引くための穴を掘りました。
1856（安政３）年に着工しましたが、飛び先の下の
岩層を掘り通すことは容易ならざる苦労がありました。金井津右衛門の協力を
得て３年有余の歳月を要したといわれます。隧道からの用水は河原を稲穂の
波打つ水田としましたが、相模川の氾濫で水田が流出してしまいました。

�【弁天どぶ】
川の水がよどんでいる所や淵を「どぶ」と呼びます。
ここは「弁財天」の近くにあることから「弁天どぶ」
と呼ばれています。

�【望地弁財天】
弁天様は、元は江の島弁財天に安置されていたもの
です。明治の神仏分離令によって綾瀬市の吉岡剤運寺
に安置されていましたが、養蚕の守り神として望地
に移して祀られたといわれています。現在は相模原市
の重要文化財に指定されています。

�【望地河原開田記念碑】
1946（昭和21）年から嘆願陳情を重ね、翌年築堤
並びに水田造成工事に着手し、望地、陽原、半在家、
塩田の有志200余名にて望地河原開田事業組合を
結成し、人力のみで造成しました。計り知れない
労働力が要求されましたが、同年９月の台風による
大洪水で一瞬のうちに流出してしまいました。しかし
組合は挫折することなく、約1,000ｍの堤防と
18町５反の水田を完成させました。９年に渡る
組合員の努力が刻まれている記念碑です。

�【遊歩道】
2002（平成14）年から５年をかけて、弁天様の
水門から上当麻隧道入口まで約1.3㎞の散策路が
できました。環境に配慮し生き物とふれあうこと
ができるように、ベンチなどの休憩所もあります。
段丘崖から多くの湧き水が流れこみ多様な生き物
に恵まれている。用水路には、蛍のエサとなる
カワニナも多く生息しており６月の蛍の乱舞は
毎年多くの方が訪れます。

���【望地の渡し】
この辺りには対岸の六倉と望地を結ぶ渡し場が
ありました。そのため「六倉の渡し」とも呼ばれ
ていました。上流の「久所の渡し」が開かれる
以前には、大山参りの人々にもよく利用されて
いました。

�【ヤツボ】
雨水が浸透し水を通さない岩の層に至ると、
岩の露出した所で泉となって湧き出しており、
夏冬気持ちよく使えます。昔は崖の上の家々に
とってはかけがえのない洗い場でした。野菜な
どの食べ物や汚れ物とで使い分け、汚れた水も
湧き水のためすぐにきれいになります。

�【六地蔵】
この六地蔵は、一本の石柱に二体ずつ三面に六地蔵
を刻んだもので、江戸時代の末、1862（文久２）年
に子どもの死を悼んだ人によって建てられたと
いわれています。他にも二十六夜塔、庚申塔、庚申
供養塔、念仏供養塔、馬頭観音が残されています。

�❺【田名南ふれあい広場】
地域住民のコミュニティ活動の場で、軽スポーツ、レクリエーション、文化
活動など、子どもからお年寄りまで多目的に利用できる施設です。相模原
市内に39カ所設置され、田名地区には２カ所設置されています。

�【天地社】
神社の手前には湧き水の小さな池があります。
1726（享保11）年の記録には塩田天地大明神
とあり、堀之内の明覚寺支配とされています。
かつて集落内にあった日枝神社と御嶽社も
一緒に天地宮の社殿の中に祀られています。境
内の左手には元禄年間と宝暦年間の庚申塔や、享和年間の御嶽社、安永年
間の天地大明神の御神燈などの石造物があります。

�【舟守地蔵】
塩田さくら橋近くにいくつかの石造物があります。
1823（文政６）年の六字名号塔や、1776（安永５）
年に田名をはじめ、上溝、下溝、九沢の信者によって
建てられた出羽三山供養塔などがあります。その中
に船に乗った珍しい地蔵様を見ることができます。
この地蔵様のいわれは、相模川に近いことから船運あ
るいは漁労に関係する信心深い人によって造られた
ものと思われます。

�❻❾【八瀬川遊歩道】
八瀬川は、大杉公園の池を水源とし、麻溝地区で
相模川に合流する延長５㎞の準用河川です。相模
原市の都市における住民や生物にとって貴重な
水辺空間となっています。「八瀬川多自然川づく
り基本計画」に基づき、田名塩田土地区画整理事
業地内では遊歩道が整備されています。

�❹【相模田名高校】　田名6786─1
1987（昭和62）年　開校

�【田名テラス】
1974（昭和49）年着工、昭和50年完成　33棟160戸

�【田名保育園】　田名6229─2
1956（昭和31）年　開園

�【田所家先祖の墓】
先祖は鎌倉幕府の有力御家人梶原景時、景季
親子に仕えていた、田所采女介富康氏といわれ
ています。1199（正治元）年の梶原親子没落
後、田所采女介富康と田所一族八家は、共に
故郷の下野国塩谷郡（現在の栃木県の北方
地域）に落ち延びて行く時、そのうち四家が
当地に住んだことから「半在家」の地名に
なったともいわれています。しかし一族の
直系が元禄の頃途絶えたため、子孫三十五家
が1933（昭和８）年に墓を修復し碑を建立
しました。

❻【田名西部土地改良区】
農地の集団化等を目的に基盤整備が
行われ、1996（平成８）年に完成し
ました。

❽【山王坂】
宗祐寺の西、相模川沿いの坂は山王坂
と呼ばれています。名前のいわれは滝の
鎮守、山王社が坂の中ほどにあったこと
によります。

�【相模川】
上流の山梨県では桂川、河口近くの下流では

馬入川と呼ばれています。富士五湖の一つ

山中湖を水源とします。相模湖と津久井湖と

いう二つのダム湖を経て、ゆるやかに進路を

変え、厚木市からは南にまっすぐに下り、

平塚市・茅ヶ崎市の境付近で相模湾に注い

でいます。

�【桜並木】
相模川にかかる高田橋上流の堤は、桜の
名所として知られています。堤防道は
ソメイヨシノの大木が並び、春は満開の
花が楽しめ、夏は緑の木陰が涼しい恰好
の散歩路として親しまれています。全長
約730ｍ、桜の樹齢は50 ～ 60年、約80
本が植えられています。

�【花と芝生の広場】
広場には６つの花壇（約2,000㎡）があり、
春や秋にはたくさんの草花が咲きそろい
ます。花壇の他にも芝生広場や多目的
広場があり、相模川を訪れる人たちの
憩いの場として親しまれています。春に
は「泳げ鯉のぼり相模川」、夏には「相模原
納涼花火大会」など各種イベントの会場
になります。

�【高田橋】
橋は1924（大正13）年にそれまでの渡しに
代わって造られました。対岸の当時の高峰村
と田名村を結ぶことから「高田橋」と名付け
られました。橋のたもとには、今でも盛んな
鮎釣りにちなんだ「鮎供養塔」などが建って
います。

�【久所の渡し】
高田橋付近には、対岸の小沢地区とを結ぶ渡し
場がありました。おもに大山参りの人々がよく
利用したため、久所はその宿場としてにぎわい
ました。石柱が高田橋の橋詰に立っています。

��【相模川散策路】
小倉橋から下流は座架依橋上流（座間市境）
までの全長約16㎞の散策路です。この散策路
は、相模川に沿った道路や堤防を利用して
設けられており、自然豊かな小道は散策や
ジョギング、サイクリングなどにも利用でき
ます。

�【史跡田名向原遺跡旧石器時代学習館（旧石器ハテナ館）】
田名塩田3─23─11
田名向原遺跡をより身近に感じ、親しめ
るようにと、2009（平成21）年に開館
されました。学習館では旧石器時代を
中心とした展示室の他、体験 教室や
講演等を行う実習・講習室があります。

�【史跡田名向原遺跡公園】
1997（平成９）年３月、塩田の土地区画
整理事業に伴う道路計画用地から後期
旧石器時代末（約２万年前）の遺跡が
発見されました。人類の定住化の歴史
を語る重要な遺跡として保存されて
おり、1999（平成11）年に国の史跡
指定を受けました。

�【岩切り場跡】
リバーサイド田名ホームの坂下の崖が
大きく切り取られているのが目に付き
ます。ここはかつて岩を切り出した

「岩切り場跡」です。ここの岩は中津層
と呼ばれる200万年ほど前に堆積した
砂岩です。加工しやすく火に強いこと
から火鉢用などに利用されました。農閑期に地元の人によっておよそ100年
間も切り出されていました。崖沿いの道の上には「岩切り場跡」の碑がある
見晴し台に出ます。

❼【塩田さくら橋】
相模原市しおだ土地区画整理事業（平成４～
15年、約52ha）のシンボル的な施設です。
ランドマーク性の高い場所にあり、石積みアーチ
の重量感をもった河川空間（八瀬川）と道路
空間（番田塩田線）をつなぐ施設です。ステンド
グラスを使った珍しい親柱があります。

�【向得寺】　田名塩田3─15─15
向得寺の本尊は観世音菩薩で、隣の
当麻地区にある無量光寺の末寺に
位置付けられています。本堂は室町
時代に建てられたといわれています
が、その後戦乱でさびれ、城山城主の
内藤氏によって再建されたといわれ
ています。

�【葛輪地区石造物群】
田名2797番地の三角形の土地に、明治から
昭和にかけて道路改良工事のたびに散在して
いた石仏が集められました。地蔵菩薩、六地蔵、
常夜塔、庚申塔、光明真言塔、馬頭観音、崇徳
報功碑（日露戦争記念）などがあります。石造物の中には、5,000年以上も前の
縄文時代中期の遺物、石棒も保存されています。

�【宗祐寺】　水郷田名1─16─2
宗祐寺を開いたお坊さんは、仏光普月禅師という人
で、江戸時代のはじめ、1616（元和２）年、徳川
家康と同じ年に亡くなったといわれており、宗祐寺
の歴史は400年を超えることがわかります。建物
は江戸時代に火災にあっており、現在の本堂は1982（昭和57）年に改築
されたものです。石段を登り切ると、仁王門、大きな本堂、庫裏のある境内が
あります。左手のあずま屋からの展望はとてもよく、水郷田名や滝の家並み、
相模川の雄大な流れや遠く大山の姿を望むことができます。

�❾【滝の渡し】
滝地区と対岸の葉山島下河原地区を結んでいました。相模川
には、他に久所（水郷田名）の渡しや望地の渡しなどがあり
ましたが、滝の渡しは最も近年（昭和47年頃）まで使用され
ていました。現在は「滝の渡し」の地名の石柱があります。

�【相模川ふれあい科学館】　水郷田名1─5─1
相模川流域の生きものや人々の生活を通して
川に親しみ、楽しく学ぶための交流拠点で、
1987（昭和62）年に開館しました。
全長114㎞の相模川の上流から河口までを
40ｍの水槽で表現した「流れのアクアリウム」や生態展示、体験展示など、
子どもから大人まで家族で楽しめる施設です。

�【江成久兵衛像】
江成久兵衛は、用水路、堤防掘り、開田という三大事業を
成し、1900（明治33）年に83歳で永眠されました。その事業
の功績を称え、没後100年忌に顕彰碑が建てられました。

�【亀の甲石（滝自治会館）】
敷地の中には、廃寺となった宝永寺の本尊（地蔵菩薩）
が安置されています。宝永寺は久所の八幡宮の別当
寺で、1191（建久２）年に建てられたといわれて
います。自治会館の前には、1889（明治22）年の大洪
水の時、前を流れる相模川の中洲に打ち上げられた大亀が祀られています。
以前は毎年９月９日に、この亀を偲んで「亀の甲祭り」が行われていました。
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�【田名団地】
1974（昭和49）年着工、昭和50年完成　７棟240戸
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❽【田名塩田団地】
2001（平成13年）着工、平成19年完成　４棟240戸
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田名の歴史（Ａコース） 田名の歴史（Ｂコース） 田名の歴史（Ｃコース）

水・緑ふれあい（Ａコース）

田名の歴史（Ｄコース）

水・緑ふれあい（Ｂコース）

　　　　　　　　　 た　な

　　　　　いしがみしゃ

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　じ　しん とう　  こうしん とう　 あき　ば　とう　  ろく　じ　ぞう

　　　　　　　　　　　 た　な　ちゅうがっこう

　　　　　　　　　　　　

　　　そう　ぶ　でん き　てつどうけいかくあと  ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　こく どう　　　　 ごう　  かみみぞ

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　うち やま げんていおう　　  ひ

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  くず わ

　　　　　　　　　   は やまじまけいりん じ

　　　  こ　と　ひ　ら　ぐう

　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　　ふだ　   え　と ふだ

　　　くず  わ　ち　く  せきぞうぶつぐん

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じ ぞう ぼ さつ　 ろく  じ  ぞう

　　じょうや  とう　  こうしんとう　  こうみょうしんごんとう  　 ば とうかんのん 

　　　のうぎょうしんこう ち いき

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　よこはますいどうみちりょくどう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ふ せつ

　　　　　　　 た　な きたしょうがっこう

　　　　　　　 た　な  ほり の うちだん ち

　　　　　　　　　しらさめどお　　　

　　　  た   な こうぎょうだんち　　しゅつげん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　さん かく やま こう えん

　　

　　　ふ どう さま

　　　 じ  しんとう

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　かんのんどう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  む ほうとう

　　　 し みずしゅすいこう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からすやま

　　ようすい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  せき

　　　だいろくてん

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  か  ご

　　　あき  ば だいごんげん

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょうよう  じ  さんじゃくぼう

　　　　　　　　　  か ぼうちん ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうろう

　　　そうゆう  じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぶっこう ふ げつぜん じ

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　く　り

　　　たきざか

　　

　　　　　たき　　わた

　　

　　　　　　　　　　　ぐ　ぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　もう ち 

　　　かめ　　こういし　 たき

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　 え なりきゅう　べ　え ぞう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　   さがみ  がわ　　　　　　　　　か　がくかん

　　　　　とくほんねんぶつとう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 　　　　　　　　　　　　 ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　  し みず  ち　く せきぶつぐん

　　　　　　　　　　　そうたいどう そ じん

　　 しんじゅくしょうがっこう

　　　 いなり しゃ

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　いなり  だいみょうじんえいだいじょう  や　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　  じ ぞうさま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　  じ じんとう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　かんのんどう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうえん

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　  や  せ  がわゆう ほ どう

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　  に じゅうさん や とう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  どうきん

　　　　　  さがみ  た　な こうこう

　　

　　　  に じゅうろく や とう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せい し 

　　　いも　　ぱ どうろう

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　さんのうしゃ

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゃぐう じ しゃ

　　　  じ  しんとう

　　　　　　　　　　　　みなばら

　　　　　　　なんこう  じ

　　　　　　　　 す おうみょうかん お しょう　　みなばらさん

　　　てん  ち しゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ふなもり じ ぞう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　わたなべげんたい　　はか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  そんきょういんげんろうたいおう こ　じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か  ご  そ

　　　た　な はちまんぐう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  まとまち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおまち

　　　しんぼりようすい ろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しもつけのくに

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　しんぼりようすいさんさく ろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　 いなり しゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　しら  こ えん いなり

　　おおとりじんじゃ

　　　 え なりきゅう　べ　え　ど　て せきちゅう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　からすやまりょうせいさつ  ば  きゅうあと

　　　 た   な

　　　 こ かげさん

　　

　　　　　　　　　　　　　　　  こん ぴ  ら  さま

　　　おおすぎこうえん

　　

　　　　　　　　　　　　 もみじ  がわ

　　　  さがみ　た　な みん か　し りょうかん

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  き いと

　　　　　　　　　 た　な  しょうぼうぶんしょ

　　　 た　な　し　　　や しきあと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  ひろすえ

　　　　　 た　な しょうがっこう

　　　  ひ　　  さか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　すいごう  た　な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　  ば とうかんのん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　  　　　　　 いし

　 　  うま　　　　　　　　ば

　　　かな い  け  せん ぞ　　 はか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ふ どうそんとう　  ひゃくまんべん

　　  く ようとう　　　　　　　　　  じ  しんとう　　じょうざ　　だい し れいとう　　　　　　　

　　　　　　　　　　 せきぞうぶつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　まんぺいあな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  みなばら

　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　

　　 　　　　　　　　　もう ち  が わら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かな い   つ　     え もん　　　　　　　

　　　べんてん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　もう  ち　　　　　　　　  じょう

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　ゆう ほ どう

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 せいそく

　　　　　　　もう  ち　　 わた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 むつくら　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ぐ　ぞ

　　　ろく   じ  ぞう

　　　ほうせんぼう

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ごうけつ　

　　　　　　　　　　　　　　　 こ  さわじょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   や　む　

　　　　　 た　な みなみ　　　　　　　　ひろ ば

　　　もう  ち　が わらかいでん き  ねん ひ

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たんがんちんじょう　　　　　　　　　　　 ちくてい　

　  しお だ　

　　　もう  ち べんざいてん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　よしおかざいうんじ

　　　 いなり しゃ　  もう ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう  ち　　みなばら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あき ば ごんげん　　  ぎ おん  ご   ず  てんのう

　　　た　な だん ち 　　   こうとく じ

　　    し  せき た　な むかいはら い せききゅうせっ き　じ だいがくしゅうかん　きゅうせっ き   　　　　　 かん

　　    し  せき た　な むかいはら い せきこうえん

　　   いわ き　　　ば あと

　　　た　な　ほ いくえん

　　　た　な 

　　　　　た　な　

　　　　　　　　　　　

　　　た　な せい ぶ  と  ち かいりょう く　

　　　　　　　　　　　

　　　さんのうざか

　　そうゆう  じ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　たか た ばし

　　　はな　　 しばふ　　 ひろ ば

　　

　　　  ぐ　ぞ　　 わた

　　

　　

　　　　　 さがみ がわさんさく ろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　ざ　か　い  ばし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　しお だ　　　　　　　ばし

　　　　　　　　　

　　　 た　な しお だ  だん ち

　　　 さがみ  がわ

　　　　

　　 ば にゅうがわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　さくらなみ き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 た どころ け せん ぞ　　 はか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かじわらかげとき　 かげすえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た どころさおとめのすけとみやす し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はち  け　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よん  け
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夏

秋

冬

４月 桜並木（相模川）

５月 端午の節句まつり
　　  （相模田名民家資料館）５月 泳げ鯉のぼり相模川

8 月 相模原納涼花火大会 8 月 田名ふるさとまつり

９月 田名八幡宮 例大祭 獅子舞

12 月 イルミネーション
　　　  （相模川ふれあい科学館）

３月 ひなまつり今昔展
　　  （相模田名民家資料館）１月 田名八幡宮 的祭

田名歳時記

田名散策マップについて

　田名地区は、相模川や八瀬川、河岸段丘崖に残る緑地
などの豊かな自然環境に恵まれ、この豊かな自然の中で
育まれた古代からの人々の生活模様や、田名向原遺跡や
烏山用水などの歴史的文化遺産、田名八幡宮の「的祭」
などの伝統行事が多く残されています。
　一方、田名工業団地、テクノパイル田名を中心とした
先進的な工業をはじめ、優良な農地を利用した都市農業
や、「相模原納涼花火大会」、「泳げ鯉のぼり相模川」など、
相模川を中心とした観光などが特色としてあげられる
地区です。
　「田名地区まちづくり会議」では、田名地区の魅力の
発信・健康づくりの促進を目的として、魅力ある田名
地区の景観・歴史・史跡などを取り込んだ散策マップを
作成することになりました。（相模原市地域活性化事業
交付金を活用しています）
　マップの作成については、相模原市特有の散策路（横浜
水道道緑道・相模川散策路）を軸に、田名地区特有の
史跡・景観資源を活用し、田名の歴史コース（４コース）、
水・緑ふれあいコース（２コース）を
設定しました。

歴史探訪 · 水緑ふれあい

平成30年３月
田名地区まちづくり会議

橋57 橋59 相17 淵53 淵59

橋59 相17 淵53

淵59田01

当02

田名バスターミナル路線概略図

橋本駅南口

榎戸 葛輪

半原

箕輪辻

日金沢下

水郷田名

愛川バスセンター

上田名
（田名バスターミナル）

上溝 原当麻駅

望地キャンプ場入口

相模原駅南口 淵野辺駅南口 北里大学

幻の総武電車と南津電車 サトウマコト
田名の歴史 三栗山財産管理委員会
田名史跡めぐり 三栗山財産管理委員会
ふるさと田名のむかし 金井準一
田名をたずねて（石仏と民話伝説） 篠﨑芳治
田名のくらし・四季 相模原市立田名公民館
大地と共に 金井準一
新・相模原市総合計画 相模原市
相模原市都市計画マスタープラン 相模原市
相模原市都市景観形成基本計画 相模原市
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田名まちづくりセンター（田名公民館）

田名小学校

田名こどもセンター（田名児童クラブ）

田名北小学校（田名北児童クラブ）

新宿小学校（新宿児童クラブ）

田名中学校

相模田名高校

田名保育園

友愛保育園

清水保育園

相模福祉村KIDS＋保育園

田名幼稚園

上田名幼稚園

青い鳥

中心子どもの家

うめざわクリニック

小野内科医院

けい産婦人科クリニック

田名整形外科クリニック

羽田内科クリニック

宮田医院

田名4834

田名5091-1

田名4987-6

田名1932-1

田名7019

田名5250-1

田名6786-1

田名6229-2

水郷田名2-14-68

田名2166-2

田名7691-1

水郷田名1-16-3

田名5266-1

田名4224-1

田名10125

田名塩田2-16-33

田名3198-3

田名1744-1

田名1953

田名4434-4

田名5450-3

042-761-0056

042-762-0170

042-763-0770

042-761-2627

042-761-0811

042-762-0169

042-761-3339

042-761-0905

042-762-0349

042-762-1871

042-764-1110

042-761-1606

042-761-6856

042-713-3838

042-764-7046

042-777-6622

042-760-1180

042-764-3541

042-761-7000

042-761-2552

042-762-2321

子育て・福祉施設・病院等

田名地区自治会連合会

情報サイト
たななびへようこそ
田名地区の旬な情報

ホームページ
検索たななび

HOME 田名地区自治会 防災関連▼ ▼ 地域情報▼ リンク▼
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葛輪

葛輪

工場入口

上四ツ谷

上四ツ谷

雨窪

清水入口

清水

田名坂上

堀の内

ふれあい
科学館前

高田橋入口

半在家

田名小学校前

四ツ谷

四ツ谷

田名工業
団地入口

陽原

南光寺前

望地キャンプ場入口

弁天入口 望地
田名ホーム前

田名塩田団地前

塩田

塩田さくら橋

向得寺

田名向原遺跡

テクノパイル
田名工業団地

129

田名幼稚園

清水保育園

田名北小学校
小野内科医院

田名中学校

相模田名高等学校

新宿小学校

上田名
幼稚園

田名小学校
田名
保育園

宮田医院

友愛保育園

花と芝生の広場

相模川納涼花火大会
（８月）

泳げ鯉のぼり相模川
（４月29日～５月５日）

高
　田
　橋

水郷田名
２丁目公園

水郷田名
きた公園

田名北
ふれあい広場

堀之内
ワンパク公園

田名四ツ谷
やよい公園

田名とよはら
公園

黄金山公園

青い鳥

田名新宿公園

新宿さわやか
公園

田名新宿
あおぞら公園

しおだ
テクノパイル公園

しおだ
むかいはら公園

塩田八景公園

史跡
田名向原
遺跡公園

田名みどり野
公園

田名ひだまり
公園

田名やすらぎ
公園

田名比羅野
公園

田名葛輪
公園

葛輪
ふれあい公園

田名望地
公園

田名つゆ草
公園

田名せせらぎ
公園

田名団地公園

水郷田名
みなみ公園

水郷田名
ひがし公園

田名大杉
公園

田名こども
センター

田名葭田公園

田名南
ふれあい広場

うめざわ
クリニック

しおだこぶし橋
公園

相模福祉村KIDS＋
保育園

中心子どもの家

羽田内科
クリニック

田名整形外科
クリニック

けい産婦人科
クリニック

田名柳久保公園

相
　模
　川

相　模　川

相　模　川

48

54

63

県
道
54号（
相
模
原
愛
川
）

県
道
63
号（
相
模
原
大
磯
）

県道48号（鍛冶
谷相模原）

県道 48号（鍛冶谷相模原）

水辺遊歩道

桜並木

国道 129号

129
国道 129号

48

水辺遊歩道

メタセ白雨通り

横浜水道道緑道

横浜水道道緑道

しおだせせらぎ
公園

田名塩田団地
やすらぎ公園

田名まちづくりセンター（田名公民館）

三 角 山 公 園

田 名 中 学 校

石　　神　　社

相武電気鉄道計画跡地

国道129 号（上溝バイパス）

メタセ白雨通り

田名工業団地

内山玄貞翁の碑

金 刀 比 羅 宮

葛輪地区石造物群

農業振興地域

横浜水道道緑道

田名北小学校

田名堀之内団地

田 名 中 学 校

田名まちづくりセンター（田名公民館）
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田名まちづくりセンター（田名公民館）

田 名 中 学 校

石　　神　　社

新 宿 小 学 校

渡辺玄泰の墓

稲　　荷　　社

地　　蔵　　様

観音堂（新宿自治会館）

しおだテクノパイル公園

天　　地　　社

舟　守　地　蔵

八瀬川遊歩道

横浜水道道緑道

県立相模田名高校

田 名 中 学 校

田名まちづくりセンター（田名公民館）

田名バスターミナル

田 名 中 学 校

横浜水道道緑道

田名北小学校

田名堀之内団地

田名西部土地改良区

徳 本 念 仏 塔

山　　王　　坂

滝　の　渡　し

相　　模　　川

桜　　並　　木

花と芝生の広場

高　　田　　橋

久 所 の 渡 し

相模川散策路

望地キャンプ場

望 地 の 渡 し

南　　光　　寺

田名消防分署

田名バスターミナル

田名バスターミナル

田 名 中 学 校

横浜水道道緑道

県立相模田名高校

田名南ふれあい広場

八瀬川遊歩道

塩田さくら橋

田名塩田団地

八瀬川遊歩道

向　　得　　寺

旧石器ハテナ館

史跡田名向原遺跡公園

相模川散策路

岩　切　り　場

相模川散策路

望地キャンプ場

望 地 の 渡 し

南　　光　　寺

山　　王　　社

田名消防分署

田名バスターミナル

Ａコース（7,250m)
Ｂコース（7,400m)
Ｃコース（7,200m)
Ｄコース（5,300m)

Ａコース（6,650m)
Ｂコース（9,800m)

田名の歴史コース

水・緑ふれあいコース

田名の歴史（Ａコース） 田名の歴史（Ｂコース） 田名の歴史（Ｃコース） 田名の歴史（Ｄコース） 水・緑ふれあい（Ａコース） 水・緑ふれあい（Ｂコース）

田名の歴史（Ａコース）

田名の歴史（Ｂコース）

田名の歴史（Ｃコース）

田名の歴史（Ｄコース）

水・緑ふれあい（Ａコース）

水・緑ふれあい（Ｂコース）

田名まちづくりセンター（田名公民館）

田 名 中 学 校

横浜水道道緑道

田名北小学校

田名堀之内団地

不　　動　　様

清水地区石仏群

地　　神　　塔

観音堂（清水自治会館）

清 水 取 水 口

第　　六　　天

徳 本 念 仏 塔

おひのもりの碑

秋 葉 大 権 現

滝　　　　　坂

宗　　祐　　寺

滝　の　渡　し

亀の甲石（滝自治会館）

江成久兵衛像

相模川ふれあい科学館

田 名 八 幡 宮

ばんば石（田名八幡宮内）

新堀用水路（旧烏山用水）

新堀用水散策路

稲　　荷　　社

江成久兵衛土手

水郷田名団地

火　　の　　坂

馬　頭　観　音

烏山領制札場旧跡

蚕影山（堀之内自治会館）

田名こどもセンター

大　杉　公　園

相模田名民家資料館

田名氏の屋敷跡

田名消防分署

田 名 小 学 校

田名まちづくりセンター（田名公民館）

田名まちづくりセンター（田名公民館）

田 名 小 学 校

田名消防分署

二 十 三 夜 塔

二 十 六 夜 塔

山　　王　　社

地　　神　　塔

南　　光　　寺

馬のつくろ場

稲荷社（望地自治会館）

金井家先祖の墓

坂の上の石造物

万　　平　　穴

弁　天　ど　ぶ

望 地 弁 財 天

望地河原開田記念碑

望地キャンプ場

遊　　歩　　道

望 地 の 渡 し

ヤ　　ツ　　ボ

六　　地　　蔵

田名南ふれあい広場

法　　仙　　坊

田　名　団　地

田 名 テ ラ ス

田 名 保 育 園

田所家先祖の墓

田 名 小 学 校

田名まちづくりセンター（田名公民館）

歴史探訪 · 水緑ふれあい

緑区

中央区

南区
相模大野駅

相模原駅

橋本駅

圏
央
道

田名地区

三栗山

地形図（平成 26 年２月編集）

凡　　例

メタセ白雨通り
横浜水道道緑道
水辺遊歩道
桜並木

公園・広場
学　校
子育て・福祉施設
バス停
景観眺望ポイント

500m4003002001000
相模川

境川

中央
富士見

横山

上溝陽原
四ツ谷

田名地区
上 段

中 段

下 段

低 地

水郷田名
（久所）

星が丘

東京都

相模原市全域図

相模原市の地形

相模原市「地域活性化事業交付金」
を使って作成しました。
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